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第７次矢祭町総合計画
「すてきな未来を　みんなでつくる　やまつりまち」

　

最
上
位
の
行
政
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

総
合
計
画
は
、
本
町
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

を
示
し
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
令
和
２
年
度
に
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
６
次
矢
祭
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

「
ま
ち
が
好
き　

共
に
生
き
て　

笑
顔
あ
ふ
れ

る　

や
ま
つ
り
町
」
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、

様
々
な
分
野
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

き
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
令
和
５
年
度
に
は
、「
第
６
次
矢

祭
町
総
合
計
画
見
直
し
計
画
」
を
策
定
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
町
を
創
り
上
げ
る
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

近
年
に
お
い
て
も
、
全
国
的
な
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口
の
東
京
圏
へ

の
一
極
集
中
の
流
れ
は
続
い
て
お
り
、
台
風

や
局
地
的
な
豪
雨
等
の
自
然
災
害
の
多
発
化

に
よ
る
被
害
も
み
ら
れ
ま
す
。
令
和
元
年
12

月
頃
か
ら
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
５
類
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
社
会

第
７
次
総
合
計
画
策
定
の

背
景
と
目
的

活
動
や
地
域
交
流
と
い
っ
た
私
た
ち
の
社
会

構
造
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
７
年
度
末
に
「
第
６

次
矢
祭
町
総
合
計
画
」
の
計
画
期
間
が
満
了

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
計
画
期

間
と
し
た
「
第
７
次
矢
祭
町
総
合
計
画
」
を
、

矢
祭
町
に
お
け
る
施
策
を
今
後
も
効
果
的
に

進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
策
定
し
ま

し
た
。

アンケート調査を実施

　本町が目指すべき将来像を描くには、住民のニーズ
等を把握することが不可欠であることから、「第７次矢
祭町総合計画」の策定にあたり、まちづくりに関する「町
民アンケート調査」及び「中学生アンケート調査」を
実施しました。

❶豊かな自然と共生し、美しい景観を大切にするま
ち／❷高齢者や障がい者を大切にする福祉のまち／
❸子どもを産み育てやすいまち／❹歴史を大切にし、
文化・スポーツ活動が楽しめるまち／❺農林業や商
工業等の地場産業の振興に取り組むまち／❻町外か
ら多くの人が訪れる観光交流のまち／❼みんなが健
康で、元気に暮らせるまち／❽道路や水道など生活
環境基盤が整備されたまち／❾事故や犯罪のない安
心して暮らせるまち／➓住民同士がふれあい、地域
の助け合いや社会活動が盛んなまち／11住民と行政
が連携してまちづくりを行う協働のまち／12関係人
口・交流人口を増やし、人的交流や物的交流など町
にたずさわる人々がいるまち／13その他／14未回答

■矢祭町に期待する将来の町の姿（中学生アンケート）
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■矢祭町に期待する将来の町の姿（町民アンケート）
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事業名 内容 事業名 内容

複合施設整備事業
職員ヒアリング・町民アンケート・町民説明会
などを実施し、広く周知しながら役場庁舎に交
流拠点や防災拠点としての機能を集約・統合し
た『多機能型複合施設』として整備します。

小・中学校屋内運動場
空調機設置事業

災害時における避難所として快適な空間を提供
するとともに、児童生徒の授業時間の熱中症対
策として整備します。

デジタルデバイド対策事業
地域おこし協力隊及び『こども ICTアドバイザ
ー』を中心としたスマホ教室の開催やデジタル
活用による困りごとを解消するための相談会な
どを開催します。

こども家庭センター
保健師が妊娠期から子育て期にわたるまでの母子
保健や育児等に関する様々な相談に応じ、支援を
必要とする方には支援プランを策定します。

デジタル相談室整備事業
誰もがデジタルを活用できるようにするため『デジタ
ル相談室』を設置し、デジタル端末やネットワーク環
境が活用できる拠点を整備するとともに、デジタルに
関する相談窓口及び解決策提案等を行います。

東館駅周辺整備事業
マイレールである水郡線の利用活性化を図るた
め、地域の交流拠点として末永く親しまれる駅
舎とします。

こども ICTアドバイザー
育成事業

デジタルの扱いが苦手な町民に対して、使い方
の支援等を行うことができる『こども ICTアド
バイザー』を育成します。

町営住宅整備事業
町営住宅を対象とし、建て替えに向けた調査検
討を実施します。また、長寿命化が必要な町営
住宅の改修等を実施します。

町公式アプリ整備事業
地域住民等が安心して利用できるプラットフォ
ームとして町公式アプリを整備し、町内外に向
けた情報発信の促進やオンラインによる行政手
続き申請等により住民サービスを向上します。

農業機械等導入支援事業 農業用機械や施設の整備に、５割の補助 (上限
有り )を行います。

乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）

就労の有無にかかわらず、未就園児が月１０時
間程度、こども園を利用できる制度です。集団
生活の機会を持ったり、保護者の負担を軽減し
たりすることができます。

観光地魅力アップ推進事業
矢祭山公園等のライトアップ、友情の森キャンプ場の魅力あ
る導線構築やコンテンツづくりを行います。また、一時的な
観光にとどまらず、本町の名産品を味わいながらも購買意欲
が高まるような場の提供により観光誘客を図ります。

矢祭町教育支援センターの充実
（にじいろ）

子どもたちに対し、個に応じた教育相談や学習・
生活支援により自己肯定感等を高めるなど、効
果的な支援を行います。

第２のふるさとづくり事業 関係・交流人口の拡大を図る事業を展開し、移
住・定住を促進します。

第７次矢祭町総合計画で挙げられた主な新規事業

＊上記で紹介した新規事業は計画の一部であり、令和８年度～令和１２年度までの５カ年での計画となります。また、事業によっては、計画段階のものも
　ございますのでご注意ください。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

　
「
矢
祭
町
自
治
基
本
条
例
」
で
定
め
ら
れ
た
本
町

の
郷
土
づ
く
り
の
基
本
方
向
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
の
中
で
、
夢
を
も
っ
て
子
育
て
・
子
育
ち
が
で
き

る
、
元
気
な
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
町
づ
く
り
と

社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
お
年
寄
り
が
、
尊
敬

さ
れ
、
大
事
に
さ
れ
、
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
町

づ
く
り
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
す
べ
て
の
分

野
に
共
通
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
を

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」
と
し
て
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

■重点目標１
【協働のまちづくりの推進と町民と行政の関係性の深化】
本町のまちづくりの推進には、行政だけでなく、町民及び自治組
織等が積極的に主体となって行う、町民との協働のまちづくりが
不可欠です。協働のまちづくりの推進に向け、情報共有や町民参
加機会の充実等を行い、町民と行政が密接に連携して取り組んで
いく必要があります。
■重点目標２
【未来にはばたく子どもが育つ地域づくりの推進】
ICT 技術が飛躍的に向上する中、Society5.0 時代を生きる子
どもたちのための、教育における ICT を基盤とした先端技術
等の効果的な活用が求められています。環境整備も含め、次
世代を担う子どもたちの教育の充実に取り組むことは重要で
す。また、本町で安心して子どもを産み育てられるよう、地
域であたたかく見守り・支える環境を充実させる必要があり
ます。
■重点目標３
【助け合いながら、いつまでも健やかに暮らせるまちづくりの推進】
「地域共生社会」の実現に向けた、町民や地域の多様な主体の参
画を推進し、地域に暮らす誰もが住み慣れた場所でいつまでも安
心して暮らせる地域の構築は重要です。また、地域で暮らす誰も
が、健康で心身ともに健やかな毎日を送ることができるよう、一
人一人のライフステージに合わせた健康づくりを推進する必要が
あります。

■重点目標４
【安全・安心のまちづくり、快適な生活環境づくりの推進】
自然災害による被害、交通事故や犯罪の発生、感染症の流行といった
脅威に対応し、安全・安心な暮らしを確保することは重要です。そ
のためには、持続可能なインフラ整備、道路橋梁等の長寿命化等の
効率的な取り組みや、良好な居住環境の形成や安定した水環境の保
全を行う等、快適な生活環境づくりへの取り組みが必要となります。
■重点目標５
【地域の魅力を活かした産業の振興】
本町が持つ、先人から大切に受け継がれてきた多彩な文化・地域
資源を活用し、町の魅力を広く情報発信することで、本町の魅力
増進に取り組み、既存の産業の振興や新しい産業の創出に繋げ、
地域の活性化を行うことは重要です。一方で、伝統工芸や祭りに
代表される地域の伝統文化の灯が消えかねないという切実な問題
があります。ふるさと納税等を活用した外部からの支援・応援や
地域外の人財の活用は極めて重要です。
■重点目標６
【地域を愛する人材の育成、郷土教育の推進】
地域の活性化に向けた、郷土愛に富んだ起業家精神のある人材の
育成、地域の活性化につながるプロジェクトにおけるリーダー的
な人材の育成に努め、高校生・大学生などの若い力を活用した地
域再生の活動を支援する必要があります。また、子どもの頃から
の郷土教育は郷土愛の育成に効果的であり、定住促進やUターン
促進に繋がるため、重要な取り組みです。

今後のまちづくりに向けた重点目標

　本町を取り巻く社会経済動向の変化や、本町が持つ強み・弱みを十分に踏まえつつ、本町の可能性を最
大限に引き出し、次世代に誇りと自信を持って継承するため、まちづくりの重点目標を以下のように設定
し、推進します。

■基本理念１
【郷土を愛し、次世代へつなぐまちづくり】
美しい自然環境や歴史・文化などの郷土の魅力、先人の知恵とたゆ
まぬ努力の賜物を継承し、郷土への誇りと愛着を育みながら、持続
可能なまちづくりを目指します。

■基本理念２
【新たな価値を創造し、未来への発展を目指すまちづくり】
社会情勢の変化に対応し、ICT（情報通信技術）などの新たな技術を
積極的に活用しながら、地域資源を活かした産業の振興や新たな生
活環境の整備を進め、未来志向の発展を目指します。

■基本理念３
【共助・協働の精神を育み、多様な主体が活躍するまちづくり】
人口減少や少子高齢化、頻発する自然災害など、地域社会を取り巻
く課題に対応するため、行政、町民、企業、団体などの多様な主体
が、それぞれの役割を認識し、連携・協働する「共助・協働」により、
誰もが住みたい、戻ってきたいと思うまちづくりを目指します。

第７次矢祭町総合計画
「すてきな未来を　みんなでつくる　やまつりまち」

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

　

第
７
次
矢
祭
町
総
合
計
画

新
規
事
業
の
中
に
、
Ｄ
Ｘ
推

進
に
か
か
る
４
つ
の
新
規
事

業
（
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
事
業
・
デ
ジ
タ
ル
相
談
室

整
備
事
業
・
こ
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
事
業
・

町
公
式
ア
プ
リ
整
備
事
業
）

が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
私

達
の
暮
ら
し
の
様
々
な
場
面

で
、
そ
の
利
便
性
を
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

今
や
、
私
達
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

は
、
社
会
全
般
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
、
行
政
に
お

い
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
し
て
、

迅
速
か
つ
的
確
・
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
「
変
革
の
手

段
」
と
し
て
活
用
し
、
住
民

一
人
一
人
が
望
む
形
で
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
行
政
も
時
代
に
適
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
新

規
事
業
は
、
矢
祭
町
が
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
お
い
て
も
先
進

的
な
地
域
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

住
民
の
皆
様
が
よ
り
豊
か
で

便
利
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

て
Ｄ
Ｘ
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Pick up

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
事
業
・
デ
ジ
タ
ル
相
談
室
整
備
事
業

こ
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
事
業
・
町
公
式
ア
プ
リ
整
備
事
業

（

（
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小貫杜
と わ

和さん
飲み物はお茶や
水で、仕上げ磨
きをしっかり頑
張りました。

鈴木友
ゆ う な

渚さん
普段はジュース
を飲むのを控え
て、水を飲むよ
うにしています。

藤井　陸
りく

さん

甘い物を食べた
後は、お茶や水
を飲むようにし
ています。

田部律
り つ と

翔さん
お菓子を食べた
後は、お茶か水
を飲み、しっか
り歯磨きをして
います。

鈴木梨
り お

央さん
おやつの時間を
決めて食べてい
ます。

Health 
information
健康情報

会場▶保健福祉センター大会議室／定員▶先着４０名（要予約）
開催時間▶１３時３０分～１５時／持ち物▶飲み物、動きやすい服装、タオル、やまっぴーカード
参加申込み・お問い合わせ▶保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ（担当：生田目）☎４６-４５８１
※お申し込みは先着順となります。また、参加費は無料です。なお、送迎が必要な方は、事前にご連絡をお願い
　します。

介護予防教室『わんあっぷ』開催のお知らせ

３月は『自殺対策強化月間』
　国では、毎年３月を『自殺対策強化月間』と定めており、国、
県、市町村、関係団体などが連携して、誰も自殺に追い込
まれることのない社会の実現に向けて、自殺予防の取り組
みを行っています。日本の自殺者の総数は減少傾向にあり
ますが、近年こどもの自殺者数は増加傾向が続いています。
　もし、あなたやあなたの周りの方が悩みや不安を抱えて
困っている場合、気軽に相談できる場所があります。ひと
りで悩まず、相談してください。
※電話で相談しづらい方は、LINE やオンラインチャットな
　どでの相談窓口もあります。『まもろうよこころ』で検索
　してみてください。
【主な相談先】
〇＃いのち SOS（NPO法人自殺対策支援センターライフリンク）☎０１２０- ０６１- ３３８（２４時間）
〇よりそいホットライン（一般社団法人社会的包摂サポートセンター）☎０１２０- ２７９- ３３８（２４時間）
〇いのちの電話（一般社団法人日本いのちの電話連盟）☎０１２０- ７８３- ５５６（１６時～２１時、毎月１０日は８時
　から翌日８時）、０５７０-７８３- ５５６（１０時～２２時）
〇こころの健康相談統一ダイヤル（地方自治体の窓口）☎０５７０- ０６４- ５５６（相談対応曜日は自治体によって異な
　ります）
〇 SNS での相談は『まもろうよこころ』を検索してください
【町の相談先】
○心の健康相談会（月１回、事前予約制、保健福祉センター（☎４６- ４５８１）及び福祉・保険グループ（☎４６- ４５
　７３）に要申込）
○メンタルサポートステーションきらり電話相談（電話料有料、月～土曜日、１０時～１７時対応）

３歳児健診のむし歯なしは６人中５人でした（希望者のみ掲載）

＊むし歯にならないために、家庭で気をつけていることについてお母さんたちに伺いました。

帯状疱疹ワクチン 予防接種の助成
　今年度、予防接種の助成対象となっている方は、令和８年３月３１
日で助成期間が終了します。４月１日以降の接種は全額自己負担とな
りますのでご注意ください。（組換えワクチンの１回目を接種済の方で、
２回目を４月以降に接種した場合、２回目は全額自己負担となります。）
【対象者】
矢祭町内に住所を有する以下の方
●６５歳の方（令和７年４月２日～令和８年４月１日の誕生日に６５
　歳となる方）
●６０歳以上６５歳未満で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
　障害を有する方（身体障害者手帳１級相当の方）
●上記のほか、５年間の経過措置として、令和７年度に７０、７５、
　８０、８５、９０、９５、１００歳となる方
●１００歳以上の方全員（令和７年度のみ）
【助成期間】
令和７年４月１日～令和８年３月３１日
【自己負担額】
以下の負担額を医療機関の窓口でお支払いください（接種料金、接種
回数はワクチンの種類によって異なります）
●組換えワクチン（接種回数２回）１回当たり６，５００円（２回計
　１３，０００円）
●生ワクチン（接種回数１回）２，５００円
※なお、令和８年度に助成対象となる方には、４月上旬にお知らせの
　はがきを郵送予定です。

　乳幼児の定期予防接種は、集団予
防、発症すると命に関わる病気の予防
をすることが目的で、保護者の方には
お子さんに予防接種を受けさせる努力
義務があります。４月からの集団生活
に備え、接種を忘れていないか、母子
健康手帳で確認してください。定期接
種の対象年齢であれば、自己負担はあ
りません。
　また、麻しん ･ 風しん第２期の予防
接種を公費で受けられるのは、小学
校入学前の１年間です ( 年長児まで )。
小学生になると全額自己負担となりま
すので、接種がお済みで
ない方はお急ぎください。
【問い合わせ】
保健福祉センター
☎４６- ４５８１

入園 ･入学前の予防接種は
お済みですか

令和７
【自己
以下の
回数は
●組換
１３
●生ワ
※なお
はが

費で受けられるのは、小学
の１年間です ( 年長児まで )。
なると全額自己負担となりま
接種がお済みで
お急ぎください。
せ】
センター
５８１

日程▶令和８年３月１３日（金）
講師▶菊地健太氏（株式会社はなひろ理学療法士）
内容▶①自分の身体を知ろう　
　　　　（自分の身体機能はどの程度？平均値は？、身体機能と生活課題の関係は？）
　　　②介護予防におすすめの運動
　　　　（身体の課題に対する効果的な運動を実践、 日常生活で取り組みやすい運動のご紹介）

身体機能セルフチェック（体力測定）
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10

　

２
月
21
日
（
土
）、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
利
活
用

活
性
化
の
促
進
と
マ
イ
レ
ー
ル
の
意
識
付

け
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
矢
祭
ふ
れ

あ
い
列
車
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
矢
祭
ふ
れ
あ
い
列
車
は
、
茨
城

県
大
洗
町
を
目
指
す
鉄
道
旅
行
と
な
っ
て

お
り
、
町
民
97
人
と
添
乗
職
員
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
東
館
駅
前
バ
ス
転
回
所

で
の
出
発
式
が
行
わ
れ
た
後
、
大
洗
町
へ

出
発
。
到
着
後
、『
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城

県
大
洗
水
族
館
』
や
昼
食
会
場
の
『
大
洗

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
』、
さ
ら
に
『
か
ね
ふ

く
め
ん
た
い
パ
ー
ク
』
を
訪
れ
ま
し
た
。

昼
食
会
場
に
は
、
國
井
豊
大
洗
町
長
も
駆

け
つ
け
、
矢
祭
町
か
ら
の
訪
問
を
歓
迎
し

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
イ
ル
カ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
水
槽
に
暮
ら
す
生
き
物
た
ち
の
観
覧
、

思
い
思
い
の
旅
の
土
産
を
購
入
す
る
な
ど
、

大
洗
町
で
の
１
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度
矢
祭
ふ
れ
あ
い
列
車
開
催

旅の行程

Ｊ
Ｒ
東
館
駅
か
ら
乗
車

Ｊ
Ｒ
東
館
駅
か
ら
町
内
各
地
へ
解
散

Ｊ
Ｒ
水
戸
駅

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館

Ｊ
Ｒ
水
戸
駅

Ｊ
Ｒ

Ｊ
Ｒ

■
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
等
を
通
し
た
人
財
育
成
事
業
実
施

11

１．イルカのパフォーマンスを観覧／２．出発式で挨拶する JR 水郡線統括センター所長／３．JR 水郡線
車両内にて懇談する参加者と佐川町長／４．昼食会場で矢祭町からの訪問を歓迎する國井豊大洗町長／５．
かねふくめんたいパークで思い思いに土産を購入する参加者

か
ね
ふ
く
め
ん
た
い
パ
ー
ク
大
洗

２

３

４

５

pickup
topics

　

風
評
被
害
の
払
拭
と
福
島
の
復
興
・

再
生
を
加
速
化
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
復
興
庁
の
地
域
魅
力

向
上
・
発
信
支
援
事
業
を
活
用
し
、
令

和
７
年
９
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日

間
、
令
和
７
年
12
月
16
日
か
ら
17
日
の

２
日
間
で
東
京
丸
の
内
K
I
T
T
E

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、「
や

ま
つ
り
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
で

東
京
駅
近
く
と
い
う
事
も
あ
り
、
５
日

間
の
開
催
で
述
べ
１
万
人
の
皆
様
に
お

越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
都
心
に
向
け
た
魅

力
発
信
に
よ
り
、
矢
祭
町
へ
の
交
流
人

口
の
創
出
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
矢

祭
ふ
る
さ
と
会
、
町
内
生
産
者
や
も
っ

た
い
な
い
市
場
の
フ
ァ
ン
の
方
々
に
ご

協
力
頂
き
、
駅
利
用
者
と
直
接
対
話
し

な
が
ら
矢
祭
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
農

産
物
な
ど
の
食
や
人
の
魅
力
を
存
分
に

伝
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

都
心
の
方
々
を
中
心
に
矢
祭
町
の
魅
力
を
発
信

　

今
年
度
は
、
手
に
取
り
た
く
な
る

町
の
新
た
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
事
を
目
標
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

同
士
で
対
話
し
な
が
ら
全
６
回
の
「
矢

祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
」
と
完
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
成
果
報
告

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
矢
祭
町
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
た
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
等
を
使
用
し
、

矢
祭
町
に
住
ん
で
い
る
人
に
し
か
見

え
な
い
隠
れ
た
魅
力
（
コ
ト
、
人
、

モ
ノ
、
食
、
風
景
）
を
１
冊
に
ま
と

め
ま
し
た
。
成
果
報
告
会
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
会
議
に
参
加
さ
れ
た
町
民
の

皆
さ
ん
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
の

説
明
と
福
島
民
報
棚
倉
支
局
の
棚
辺

氏
に
よ
る
矢
祭
町
の
魅
力
な
ど
の
情

報
発
信
に
関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

町
の
魅
力
な
ど
町
民
自
ら
が
情
報
発
信

▶会場を訪れた方々に魅力を発信

▶ブランド会議で作成されたパンフレット（表紙）

１

▶やまつりマルシェで販売された種類豊富な農産物
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矢
祭
町
に
眠
る
地
域
資
源
等
を
活

用
し
た
「
地
域
産
業
」
の
活
性
化
に

取
り
組
む
団
体
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
矢
祭
町

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

【
補
助
対
象
事
業
】

　

①
矢
祭
町
の
地
域
産
業
の
振
興
を

　
　

図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

②
事
業
そ
の
も
の
に
新
規
性
が
あ

　
　

る
こ
と
。

　

③
長
期
的
、
継
続
的
な
取
り
組
み

　
　

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
。

　

※
備
品
購
入
は
対
象
外

【
補
助
対
象
事
業
者
】

　

①
複
数
名
か
ら
な
る
団
体
で
、
過

　
　

半
数
が
矢
祭
町
民
で
あ
る
こ

　
　

と
。

　

②
関
係
す
る
地
域
産
業
に
従
事
す

　
　

る
者
が
１
名
以
上
含
ま
れ
て
い

　
　

る
こ
と
。

　

③
規
約
等
を
備
え
、
適
正
な
経
理

　
　

運
用
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
こ

　

と
。

【
応
募
方
法
】

　

事
業
の
採
択
を
希
望
す
る
団
体

　

は
、
事
前
に
町
役
場
地
域
振
興
グ

　

ル
ー
プ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事

　

業
計
画
書
の
様
式
を
お
渡
し
し
ま

　

す
。
な
お
、
提
出
の
あ
っ
た
事
業

　

計
画
書
に
つ
い
て
、
選
定
会
議
に

　

よ
る
審
査
を
行
っ
た
上
で
、
採
択

　

の
可
否
を
応
募
者
に
連
絡
い
た

　

し
ま
す
。

【
締
切
日
】

　

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
〜
令

　

和
８
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

　

事
務
局
必
着

　

※
採
択
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
決

　
　

定
次
第
、
順
次
ご
連
絡
い
た
し

　
　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

事
業
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
４
６
‐
４
５
７
５

地
域
産
業
を
活
性
化
す
る

取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

令
和
７
年
度
矢
祭
町

大
学
入
学
一
時
金
貸
付
募
集

　

矢
祭
町
大
学
入
学
一
時
金
貸
付

は
、
大
学
に
入
学
す
る
学
生
の
保
護

者
で
入
学
一
時
金
の
貸
付
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
貸
付
を
行

い
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
機
会

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次

の
と
お
り
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
希

望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

【
募
集
定
員
】

　

２
名

【
貸
付
額
】

50
万
円
以
内
（
無
利
息
）

【
償
還
方
法
】

　

大
学
卒
業
後
５
年
以
内
に
年
賦
ま

　

た
は
月
賦
に
よ
る
償
還
と
す
る

【
資
格
要
件
】

　

①
大
学
（
入
学
資
格
を
高
等
学

　
　

校
卒
業
以
上
と
す
る
専
修
学

　
　

校
等
を
含
む
）
に
入
学
を
許

　
　

可
さ
れ
た
学
生
の
保
護
者
で

　
　

あ
る
こ
と

　

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
借
受
を
必

　
　

要
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と

　

③
矢
祭
町
に
引
き
続
き
５
年
以
上

　
　

居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と

　

④
世
帯
全
員
の
前
年
の
合
計
所
得

　
　

額
が
５
０
０
万
円
以
内
で
あ
る

　
　

こ
と

　

⑤
矢
祭
町
に
居
住
し
保
証
能
力
の

　
　

あ
る
保
証
人
を
有
す
る
こ
と

　

※
当
該
学
生
が
卒
業
後
、
本
町
に

　
　

居
住
し
、
か
つ
本
町
を
含
む
近

　
　

隣
町
村
に
就
職
し
た
場
合
、
そ

　
　

の
期
間
の
貸
付
金
の
償
還
が
免

　
　

除
と
な
り
ま
す
。

【
提
出
期
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～婚活イベント情報～３月号

出会いを応援します！（「はぴ福なび」登録料補助のお知らせ）

～　え　に　し　～
（５７）

「おしゃべりカフェ」Open

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ yamatsuri.project.y@gmail.com
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」
「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。結婚を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。福島県内にお住いの方、近い将
来福島県に移住をお考え
の方で誠実に結婚を希望
する２０歳以上の独身男
女が対象です。
入会登録料▶１０，０００円（２年間）
※入会登録料については、補助金の対
　象となります。詳しくは矢祭町結婚
　支援室までお問い合わせください。

結婚したいあなたを福島県が応援します

▲はぴ福なびHP

【ハッピー＆スマイル研究会】
日時▶令和８年４月１９日（日）午前１０時～
【おしゃべりカフェ】
談話・ジェルネイル・スキンケア・脱毛無料体験、耳つ
ぼジュエリーも始めました。県内外からの参加者同士「は
じめまして」で会話が進みます。
日時▶令和８年４月１９日（日）午後１時～午後４時
　　　令和８年４月２２日（水）午後３時～午後８時
場所▶「リフレッシュふるさとランド」
※展望台のライト点灯時は「おしゃべりカフェ」開催中
※矢祭町結婚支援室では、町内外の婚活イベント情報や
　「おしゃべりカフェ」の様子などを配信するグループラ
インを開設しています。（ライン登録はおしゃべりカ

　フェ参加時にご案内しています） 
※結婚に関する相談や婚活情報、プロフィール登録も随
時受け付けています。また、矢祭町結婚支援室では、

　電話での勧誘等は一切行っていません。

　矢祭町では、結婚を希望する町内在住の方を対象に、県
の「ふくしま結婚・子育て応援センター」が運営する結婚
マッチングシステム「はぴ福なび」の登録料を補助します。
矢祭町にお住いの方で誠実に結婚を希望する２０歳以上
の独身男女が対象です。入会登録料１０，０００円が補助
金の対象となります。補助金について詳しく知りたい方は、
矢祭町結婚支援室までお問い合わせください。

【おしゃべりカフェ情報】おしゃべおしゃべおしゃべおしゃべしゃ りカりカりカりり

おしゃべり
カフェ情報
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あなたの「働きたい」に併走します
　お仕事で悩んでいませんか？現在の仕事を続けるのを迷っている、自分に合った仕事を探したい、働きながら
転職を考えたい、就職活動のノウハウを知りたいなど。
　悩み事があれば、ひとりで悩まないで、お気軽にご相談ください。お電話、メールでご相談ください。出張相
談も可能です。

【サポート内容】
・自己分析や自己理解のお手伝い
・履歴書や職務経歴書作成の支援
・面接の受け方のアドバイス
・求人や職業訓練などの情報提供
・ハローワークへの同行、連携支援

【就職支援の流れ】
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【対象者】
ひとり親家庭、寡婦（夫と死別、離婚した後に結婚してない女性であって、かつて児童を扶養していたことのあ
る女性）、ひとり親家庭の子、離婚を考えている母等

【相談先】
福島県県南保健福祉事務所児童家庭支援チームひとり親家庭就業支援専門員
☎０２４８-２２- ５６４７／メール jidoukateishien_kennan@pref.fukushima.lg.jp
※東白川福祉相談コーナー（県棚倉合同庁舎内）等での出張相談も可能です。（０２４７-３３- ２２２５（要予約））
※窓口対応時間は９時から１７時までです。（土日祝日・年末年始除く）



 ⽮祭町に赴任してはや1年。時の経過の早さ
に驚くばかりです。
 先⽇、スポーツ振興の鳴瀬隊員との「ナンバ歩
きイベント」と⽮祭⼩学校での「ダンス指導」が
無事終了しました !ナンバ歩きとは、⽇本の伝統
所作であり、普段の歩き⽅とは違いますので、脳
を活性化し、認知症予防としても注⽬されていま
す。現在、デジタル推進を融合させた「ナンバ
deデジタル」イベントを計画中です。保健福祉
センターのコースや、⼭を歩きながらデジタルに
触れるetc... 皆さんがワクワクできる企画を模索
しています。
 協⼒隊 2年⽬は、卒業後の起業・定住に向け、
具体的なビジネスモデルを実践・検証する勝負の
年です。地域活動で私がデジタル活⽤を提案し、
皆様からは地域の知恵を教わる。そんな有意義
な循環が産まれてきておりますので、⼤切にしな
がら、新たな起業と定住に向け精進して参ります。
引き続き2年⽬も、どうぞ宜しくお願い致します !

 こんにちは！ヒガシダテ待会室の藤⾕です。2⽉1⽇は、保
健福祉センターにて『出張！古着カフェ』を開催しました！⼦ど
も⾷堂や無料のコーヒーブース、かるた遊びなど、社協さんや
協⼒隊たちとのコラボイベントです。私は寄付で集めた⼤⼈の
古着で無料リユース会「古着カフェ」を開催しました。幅広く
⽤意できたので⾊んな世代の⽅にご来場いただき、友⼈や家
族と相談しながら楽しそうに、時には真剣に選んでいる姿があ
りました。⾃分にとっては不要になったモノが、誰かにとっては
価値のあるモノになるのが古着カフェの魅⼒です。
 2023年から始めた古着カフェは今回で8回⽬を迎え、集ま
る古着の量も、来場者数も、本当に増えています。そして、こ
のイベントを必要としてくれる⽅もいます。間もなく協⼒隊を卒
業しますが、まだしばらく⽮祭町に残りますので、またどこか
で古着カフェのようなイベントは続けていきたいと思っています。
 さて、広報やまつりの協⼒隊ページに出るのも今回で最後に
なります。３年間という限られた活動期間でしたが、沢⼭の⽅
と出会い、初めての経験を沢⼭させていただき、泣いて笑って
とても濃い時間を過ごさせていただきました。⽮祭町の協⼒隊
になれて本当に良かったです！ありがとうございました！

 ３⽉末で地域おこし協⼒隊の任期が終わります。
これまで３年間、私の活動にご理解、ご協⼒をい
ただいた皆さん、本当にありがとうございました。
 初めて⽮祭町を訪れたのは３年前の２⽉で、仕
事の都合で夜遅くに真っ暗な東館駅に降り⽴つと、
町の担当職員の⽅が出迎えてくれました。その⽇
泊まったユーパル⽮祭では、夜遅くにも関わらず、
部屋の机の上に⼣⾷が⽤意されていました。そして
次の⽇は雪の降るとても寒い⽇でしたが、また担
当の⽅が東館駅で、列⾞が遅れる中、最後まで⾒
送ってくれました。この出来事は、今でも強く印
象に残っています。
 ⽮祭町は、私の好きなスポーツに関わり、⾃然
に囲まれて活動ができて、最⾼の場所でした。そ
して、⾃分の⼈⽣の中で、いったん⽴ち⽌まって考
えることができ、たくさんの学びや気づきのある貴
重な時間となりました。あっという間の３年間、皆
さんと出会えたことに感謝しています。これからも、
皆さんのココロとカラダが「健幸」でありますように。

地域おこし協⼒隊って？

 「地域おこし協⼒隊」とは総務省が実施する
制度です。隊員は都市部等から地⽅に移住し
「地域活性化のための活動」を業務として⽇々
取り組んでいます。
 任期は最⼤ 3年間。学校や図書館と連携し
活動をする、イベントを企画して⼈と⼈の交
流を増やす、町の⼈が集まれる場所を運営す
る…等々、それぞれのやり⽅で活動していま
す。また、隊員は皆違う地域から移住してく
る為⽣活でも慣れない事や新しい事に沢⼭出
会いながら、ここ⽮祭町で暮らしています。
 出⾝も経歴も全く異なる私たちですが、「こ
の町でどんなことが出来るだろう？」と全員
が考え試⾏錯誤していますので、町で⾒かけ
た際はどうぞよろしくお願いします！
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藤⾕⿇莉 Mari Fujiya

地域の場づくり担当

福島県いわき市出⾝。前職はアパレル
関係。⾷べ歩き、登⼭、ピアノ、⽔泳
が趣味。

鳴瀬望  Nozomu Naruse

スポーツ振興担当

⼭形県鶴岡市出⾝。前職は⼩学校教員。
トレイルラン、スキューバダイビング、
旅⾏（海外）、ドラマを⾒ることが好き。

⼤⿊屋真由 Mayu Ooguroya

デジタル推進担当

東京都出⾝。前職は舞踏家。趣味
はナンバ歩き。特技はストリートダン
ス。

14Instagram 矢祭 TV
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菊池 二郎さん宅

※大雨、降雪時は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。担当：鈴木（尚）・松本（幸）

（13：35頃）

（14：30頃）

（13：40頃）

（13：45頃） （15：10頃）

（13：45頃）

（14：00頃）

（14：10頃）

（14：30頃）
（15：00頃）

2

INFORMATION●

PICK UP EVENT

Lib
rary letter

暖かな日が多くなってきましたね。
春に向けて、読書でウオーミングアップはいかがでしょうか？

RECOMMEND

日時　３月８日（日）13:00 ～15:00
場所　ヒガシダテ待会室
矢祭中学校特設としょ部の初めてのイベントです。
季節に合った絵本の読み聞かせや、オリジナルしお
りや缶バッジが作れます。ぜひご参加ください。

2026

 としょ部 春イベント！
～本に触れるワークショップ～

もったいない図書館　特別書庫

THURSDAY

3.19(木) 10:00 - 12:00

大人のためのおはなしかい

3.15 (日) 10:00 - 11:00

出前おはなしかい3.15

THURSDAY
もったいない図書館　特別書庫

4.2

・山野井金沢多目的集会所
・舘本集会施設

新生活に
彩りを♡

3.5

SUNDAY

3.19
もったいない図書館　特別書庫

4.2(木) 10:00 - 12:00

あかちゃん・プレママ・プレパパ
おはなしかい

あかちゃん・プレママ・プレパパ
おはなしかい

3.5(木) 10:00 - 12:00「矢祭もったいない文庫」を
入れ替えしました

2 月中旬から各地区の「もったいない文庫」の本の入替をしま
した。
「もったいない文庫」は公民館に設置されている親しみ深いく
つろぎの空間になっています。
文庫サポーターさんと地域の方々のご協力のもと、毎月第３日
曜日の「矢祭読書の日」に開かれています。
今回の入替では、寄贈いただいた写真集「作家の肖像」から、
貴重な作家の肖像写真と原稿筆跡のパネルを展示しました。
写真集「作家の肖像」（編集：東販「新刊ニュース」　出版：影
書房　１９８７刊行）も図書館でご覧になれます。
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担当：柴田（恵）
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旧関岡小学校校庭の整備を要望
▶矢祭町グランドゴルフ協会陳情

　２月１０日（火）、役場町長室において町グランドゴ
ルフ協会の鈴木通弘会長らが来庁し、現在利用している
町営運動場はトイレが和式の汲み取り式であることや他
スポーツ練習後の整備作業や階段の上り下りが困難であ
ることから、グランドゴルフ専用のグラウンドとして旧
関岡小学校校庭の整備を町に要望しました。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　２月２日（月）、役場町長室において故佐川
泉さんのご遺志により、ご子息の佐川怜さん
が来庁され、矢祭町のさらなる発展に資する
町民の人材育成に役立ててほしいとの願いを
込めて、町のふるさと人づくり基金に寄附し
ました。

故佐川泉さんのご遺志により
▶寄附採納式

　１月２９日（木）、やまつりこども園遊戯室にお
いて、全国の幼稚園や保育園を訪れて公演を行う劇
団バクによる人形劇『田舎のねずみと都会のねずみ』
が上演され、楽しさやユーモアを交えたストーリー
展開に園児たちは目を輝かせながら人形劇を楽しみ
ました。

目を輝かせながら人形劇を楽しむ
▶やまつりこども園人形劇鑑賞会

多くの来場者に町の魅力を PR
▶矢祭もったいない市場 in 三輪里稲荷神社

　２月１日（日）、こんにゃくを介して繋がりがあ
る三輪里稲荷神社（別名：こんにゃく稲荷）の初午
祭に矢祭もったいない市場が出店しました。当日は
佐川町長も訪れ、来場者に矢祭産の新鮮な農産物や
野菜加工品等の販売をとおして矢祭町の魅力を PR
しました。

　２月５日（木）、山村開発センター大集会室にお
いて役場庁舎（複合施設）整備に係る説明会が行わ
れました。説明会では、参加者に向けて役場庁舎を
公民館機能や防災拠点等の機能を併せ持つ多機能型
複合施設として新たに整備する方針が説明されまし
た。

　２月３日（火）、やまつりこども園遊戯室において、
豆まき会が行われました。園児たちは、思い思いに
手づくりした鬼の面をつけ、「鬼は外、福は内」の
掛け声とともに豆まきを楽しみました。その後、退
治した赤鬼や青鬼と仲直りをし、一緒に記念写真を
撮りました。

新たに整備する方針を説明
▶役場庁舎（複合施設）整備に係る説明会

「鬼は外、福は内」
▶やまつりこども園豆まき会

特別会員として総会に出席
▶咸臨丸子孫の会総会

　２月１４日（土）、咸臨丸子孫の会総会に特別会員
の佐川町長と菊池教育長が出席し、令和７年度活動
報告や決算報告、令和８年度活動計画や予算案など
について協議しました。また、総会終了後には懇親
会が行われ、参加した会員らと意見を交わし、貴重
な時間を過ごしました。
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地域医療の充実及び医療従事者の確保を要望
▶ JA福島厚生連へ要望書提出

　２月２５日（水）、 東白川地方町村会長の佐川町
長をはじめ郡内４町村長が JA 福島厚生連（福島県
厚生農業協同組合連合会）に対し、東白川郡内が
直面する医療現場の課題解決に向け、地域医療の
充実及び医療従事者の確保を要望し、４町村長連
名の要望書を提出しました。

　２月１７日（火）、鉾田市ゆかりの幕臣『水野忠徳』
の顕彰を目指し活動している根嵜眞氏（鉾田市議会
議員）と山上宗俊氏と片岡正已氏が来町しました。
本町の偉人『吉岡艮太夫』の顕彰活動の事例を紹介
し、幕末の時代を生きた偉人同士の共通点や活躍、
普及活動の方法などについて意見を交わしました。

共通点や活躍、普及活動について意見を交わす
▶『水野忠徳』の顕彰活動関係者が来町

　２月１６日（月）から毎年行われている所得申
告相談が山村開発センターを会場に開始されまし
た。相談は行政区ごとに申告日が設定されており、
３月１６日（月）まで行われます。申告をしなけ
ればならない方は、期間内に必ず申告を済ませま
しょう。

山村開発センターで申告相談がスタート
▶所得申告相談（所得税・町県民税）

６年生５２人が認定を受ける
▶第１７期『矢祭子ども司書』講座認定式

　２月１６日（月）、矢祭小学校において第１７期『矢
祭子ども司書』講座認定式が行われ、開講式から様々
な活動をしてきた矢祭小学校６年生５２人が認定を
受け、矢祭こども司書認定証が交付されました。今
後は、読書推進リーダーとして本と読書のすばらし
さを伝える活動をしていきます。

　２月２４日（火）、矢祭町総合計画審議会の鈴木
創一会長と小松淳子副会長が役場町長室を訪れ、計
画案について検討を重ねた結果、令和８年度から
１２年度までの４年間における第７次矢祭町総合計
画として適正であると答申し、答申書を佐川町長に
手渡しました。

　２月２３日（月）、矢祭町の顧問弁護士である宮
本多可夫氏の旭日小綬章受章を祝う祝賀会が開催さ
れ、佐川町長も出席しました。佐川町長は、宮本氏
の長年にわたる弁護士としての活動や司法・社会貢
献に対する顕著な功績を称え、他の出席者と共に祝
福しました。

総合計画として適正であると答申
▶第７次矢祭町総合計画に関する答申

宮本氏の功績を祝福
▶宮本多可夫氏旭日小綬章受章祝賀会

スポーツ競技や文化活動での活躍を称え
▶令和７年度若鮎チャレンジサポート事業表彰式

　２月２６日（木）、 役場第１会議室において若鮎
チャレンジサポート事業表彰式が行われました。令
和７年度中に県、東北、全国の各種スポーツ競技や
文化活動の大会、コンクールに出場・入賞した園児、
小・中学生３２名に表彰状及び記念品が贈呈されま
した。

　２月１５日（日）、矢祭消防分署と矢祭町消防団
合同による春季火災予防運動防火パレードが実施さ
れ、町内一円に火災予防を呼びかけました。空気が
乾燥し、火災の発生しやすい季節となりますので、
火の取扱いには十分注意いていただくようお願いし
ます。

火の取扱いには十分注意
▶春季火災予防運動防火パレード



水道使用料▶１～２月分
納期限▶３月３１日（火）
口座振替日▶３月２５日（水）

●今月の納税

～春先の火災予防と住宅用火災警報器の点検について～
　春先は空気が乾燥し、風の強い日が多くなることから、火災が発生
しやすい時期といわれています。農作業に伴う野焼きやたき火など火
の取り扱いには十分注意しましょう。また、強風時には屋外での火気
使用は控えてください。
　ご家庭では、ストーブやコンロなどを使用しているときは火の元か
ら目を離さないこと。就寝前や外出前には必ず火の元を確認すること
を心がけましょう。
　あわせて、住宅用火災警報器の点検をお願いします。設置から 10
年を目安に電池切れや故障などが発生しやすくなります。ボタンを押
す、またはひもを引くなど定期的に点検を実施し、正常に作動するか
確認しましょう。電池切れ、故障の場合は早めに交換をお願いします。
火災はちょっとした油断から発生します。一人ひとりが防火意識を高
め、矢祭町全体で火災予防に努めましょう。
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赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
本多　叶空 1/26 白篤 ・ 穂花 関　岡
古市　菜心 2/9 良太 ・ 美夕紀 小田川
糸井　颯太 2/12 美浩 ・ 美香 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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人　口 ５,００１人（－   ８）
男 ２,４５０人（－   ７）
女 ２,５５１人（－   １）
世　帯 ２,０６４世帯（－   11）

人の動き
２月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では、第７次総合計画について
掲載させていただきました。委員の皆様
が多様な意見を出し合い、知恵を絞って
練り上げた第 7次総合計画、より良いま
ちづくりに向けて示す重要な方針です。
この方針を基に今後の矢祭町に素晴らし
い未来が訪れることを心より願っていま
す。
　また、広報やまつりが福島県の広報コ
ンクールにおいて佳作を受賞いたしまし
た。この成果は、皆様のご理解とご協力
のおかげであると深く感謝しております。
今後も、より充実した内容をお届けでき
るよう一層努めてまいりますので、引き
続きご愛顧賜りますようお願い申し上げ
ます。　　　　　　　　　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和8年1月1日～2月12日）

火災件数　 0 件
救急出動　   31件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
佐川　光枝 97 賢造 1 / 31 関　岡
藤田　セイ 103 秀明 2 / 7 金　沢
星　　雄一 70 武宏 2 / 9 中石井
須藤　芳美 83 英典 2 / 13 下石井
鈴木　英子 81 眞之 2 / 16 中石井

●お悔み申し上げます（敬称略）
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■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『大ピンチずかん3』
矢祭町長　佐川 正一郎

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター3

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468

22 23 24 25 26 27 28
● 6か月児・10か月児健康相談
　     保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
　保セ（10：30～15：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 31 4/1 2 3 4

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
● 6か月児・10か月児健康相談
　     保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

出版社▶小学館
対象年齢▶幼児～
作▶鈴木のりたけ

新機軸うっかりメーターで大ピンチを考え
る。大ピンチは思いがけない理由でやって
くる。『大ピンチずかん３』では世の中のさ
まざまな大ピンチを、大ピンチレベルの大
きさと今回初登場の「うっかりメーター」
で表し、レベルの小さいものから順番に紹
介する。ついうっかりしたことで大ピンチ
に陥ったのなら、それはまさに自分のせい。
次に大ピンチにならないように考えること
ができるぞ。 また大ピンチ調査や大ピンチ
を乗り越える方法など、知りたい情報も新
たな切り口で掲載。さらに進化した　『大ピ
ンチずかん３』。３冊揃えて手元に置いてお
けば、もう安心だ。
（紹介文：小学館／矢祭もったいない図書館）

▶ 3 月に入りますと寒さも和らぎ、心も
体も春の訪れを感じ、四季の変化を楽しむ
ことができます。今月末に戸津辺の桜の開
花宣言をします。是非お出かけください。
今月のおすすめの絵本は、先日、福島民報
の “ あぶくま抄 ” の記事の中で “ 大ピンチ
ずかん ”が紹介されました。小学生が選ぶ
“こどもの本総選挙 ”で１位です。私が “読
んだ本の中で ”“ 失敗の本質 ” があります。
人生は、得意な分野で失敗し何故か繰り返
す。また、行動しない人は、失敗もしない。
印象的に残っています。この絵本の人気は、
どんな失敗やピンチでも学ぶ機会だと捉え
ています。子どもたちが成長する中で失敗
をどう解決していくか、考える絵本です。
家族の愛読書のひとつとしてください。“ピ
ンチはチャンスなり ”という言葉がありま
す。子どもたちに学ぶ力を知ってほしいと
思います。子どもたちの失敗をあたたかく
見守ってあげたいです。


